
【取組内容】 「個別最適な学び」と「協働的な学び」の一体化に向けた単元づくり

西宮市立上ケ原小学校（兵庫県）【指定校】

様式Ⅰ-1

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

単元の計画を児童と共有して見通しを立てる 情報を集約して他者参照がしやすい環境

クラウドで状況を把握してフィードバック【事例①】６年 国語科
【教材名】「やまなし」「(資料)イーハトーヴの夢」
【留意点】
・叙述を基に意見を出すことを押さえた上でICTを活用。
・児童が学び方（誰と、どうやって、どのように学ぶか）を
選択できる環境づくりと事前指導。
・自分の考えを出す手立てとして、見通しを持たせ考えを
出すヒントとなる資料「学びの道しるべ」の提示。

クラウドを活用して児童の意見を集約した。その上で
他者参照をして、学級内でつながっていく場面が多く
見られた。



【取組内容】 スケール表を使い、子供に委ねる場面を意識化する

西宮市立上ケ原小学校（兵庫県）【指定校】

様式Ⅰ-２

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

学びやすい環境の設定（実物に触れる） 直接体験を多くするためのICT利用（他者参照）

スケールを基に子供に委ねる場面を意識する
【事例②】１年 生活科
【教材名】「あきのことをつたえよう」（東京書籍）
【留意点】
・学習支援クラウドサービスを使い必要な写真を選出して、
自然の様子を比較・分類した。
・クラウドで児童の考えを共有して、学習形態を選択する
手助けとした。

秋の自然と関わることを通して、身近な四季に気づかせるた
めに環境の設定をした。それぞれの気づきを共有することで、
だれと学ぶのかを意識させることができた。また、子供に委ね
る場面をスケール表を使い意識して単元を計画した。



【取組内容】クラウド環境を活かした研究推進

西宮市立上ケ原小学校（兵庫県）【指定校】

様式Ⅰ-３

リーディングDXスクール事業 【実践事例】

グループチャットを活用したICT推進 研究授業後の事後研究会でのクラウド活用

校務DXを進めるため、教職員が手軽に続けられる取組から始めた。できるだけ毎日取組める内容としてチャットの
活用を、今までの研究推進をより効率的に深めるために、PowerPointを使用して共同編集を行った。校務DXが進
むことで教職員が授業でもICT活用できるように意識付けされていた。

ICT活用をした授業実践をグ
ループチャットを利用して共有。
共有する内容を写真やスクリー
ンショットと紹介文を付けるのみ
にして短時間で投稿できるよう
に工夫をした。
投稿された内容に「いいね」を
押すことで、グループチャットの活
性化を促した。

研究授業中に各学年
でリアルタイムにメモを共
有する。その後、事後研
究会で児童の姿から考
えられる研究の課題につ
いて交流できた。


